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策25回万国地質学会議に出席して

第25回

IGC佐々木昭

マｰク

(鉱床部)

1.はじめに

第25回万国地質学会議(25thIntemationa1Geo1ogica1

Congresト通称IGC)はオｰストラリアが主催国どた

り1976年8月16目一25目の間シドニｰ市で開かれた.

これはオｰストラリアを含む大洋州ではもちろんは

じめてのIGCであったが南半球で開かれたIGCとし

てこの会議100年の歴史を通じ･1929年の第15回(南

アフリカプレトリア)に次ぐ2度目のものであった.

筆者は科学技術庁国際研究集会派遣費により本集会出席

の機会を与えられたのでここにその概要を若干の印象

と共に報告する.

2.会議の規模･運営

今回のIGCの公式のスポンサｰとしてはオｰスト

ラリア科学アカデミｰオｰストラリア地質学会そし

て国際地学連合(IUGS)が当った.前回のカナダモ

ントリオｰルにおける集会が出席者総数5,300余名

総経費140万Can｡ドル(約4億3千万円)と規模も賛

沢さも史上最高となったことへの反省からオｰストラ

リアとしてはもう少し小規模にまた費用もなるべく

節減して行ないたいとの希望であったという.最終的

な数字は未だ公表されていないが今回の出席者総数は

人よそ3,700名(地質専門家2,800名学生350名

同伴家族450名子供100名)と言われ総経費はモ

ントリオｰル大会のほぼi/｡25万Aust｡ドノレ(約1億円)

余でやりくりされたらしい.オイルショック以来全世

界を襲ったインフレの波はオｰストラリア経済にも深刻

'な打撃を与え今大会で各種予約金の中途値上げその他

予算の大幅な変更を余儀なくされるのではないかと関係

者一同大いに気を操んだことであったが何かと先手を

打った実行委員会の周到な準備と幸運なタイミング

(会議終了後の昨年秋Aust.ドルは約15%に及ぶ切下

げを行なった)にも恵まれ何とか逃げ切った.

第25回IGCの組織委員会の委員長(そして大会の会

長)はDLN.H.FIs亘鵬(オｰストラリア地質科学国

家審議会)また事務局長はDr.A.R酬w土｡K(オｰスト

ラリア地質鉱産資源局)がつとめた.13人から抵る組

織委員会は会議までの4年間連邦政府州政府大学

民間に亘る総数50余の諸機関から約140人におよぶ実行

委員を動員して諸準備を進めてきたと言われる.総予

算25万Aust.ドルの約半分は今会議への各個人の参加費

でまかなわれ残りは主に連邦政府ニュｰサウスウ

ェｰルズ州政府からの補助金そして70余にのぼる民間

企業からの寄付金でまかなわれた由である.

3.参加者

会議に集った地質専門家約2,800人の国別の内訳を中

間的な出席者リストからみると国籍数は約80でこの

中10名以上の参加者を送った国を多い順に拾ってみると

第1表のように放る.

地元オｰストラリアからの参加者カミ圧倒的に多いのは

当然のことであるし米国からの出席者が相変らず多い

のもいつものことであるが総人口2,000万人そこそこ

のカナダから125名という大量の参加があったことには

ちょっと驚かされた.前回のIGCがカナダで開かれ

たということやオｰストラリアと並ぶ鉱産資源の国と

騒鰯籔

写真1開会式場のシドニｰ市オペラノ･ウス写真2開会式�
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策1表第25回万国の地質学会議へのおも汰参加国と参加者数*および発表論文数料
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ホ目本以外は組織委員会配布の出腐者伝リストによる

榊アプストラクト集による

榊部門の総数は分科会17シンポジゥム34で計51

いった事情によるものであろうか.また今回のIGC

での大きな出来事は中華人民共和国から初めて6名の

代表が出席したことでこれは後述するように今回

IUGS(国際地学連合)への中国代表としてこれまでの

中華民国(台湾)に代り中華人民共和国が正式に認めら

れたことによるものであり一方当初参加が予定され

ていたという台湾の代表は一人も姿を見せないという不

幸な結果になった.

目本からの参加者は61名(オｰストラリアをはじめと

する在外邦人を含む)という空前の数字に達した(前回

モントリオｰルでの第24回大会には25名).今回はとく

に若い出席者カミ目立ったことが大き柱特徴でこれには

民聞旅行杜が初めて団体旅行扱いで出席者を募集したこ

とカミｰっの原因になったように思われる.

目本の首席代表としては前回(1972年)に引続き今回

も八木健三氏(北大･学術会議)が当りまたIGCの

評議会および並行して開かれたIUGS総会への目本代

表として八木氏のほかに次の6氏が出席した.池辺

展生(阪大)立見辰雄(目大)小林勇(地調)森

本信男(阪大)黒田吉益(信大･学術会議)浜田隆

士(東大).

4.開会式

開会式は8月16目シドニｰ湾に面して建っ超モダｰン

な建造物市オペラハウスのコンサｰトホｰルで開かれ

た.組織委員長のDr.NH.FIs亘珊オｰストラリア

総督のSirJohnK醐Rによる歓迎の挨拶の後IUGS会

長のDLPhi1ipH.AB肌s0Nによる｢前回のIGC以後

写真3シドニｰ市の基盤をなす三畳紀Hawkesb皿y砂岩偽層カミつ

くる縞模様が美しく市の建築石材として広く用いられてきた

写真4主会場のシドニｰ大学CarslawB1dg.�
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如欧州･離

4ク8丁汕･ト

写真5

第25回IGCを記念してつく

られた郵便消印

の4年間における地質科学の主要な進歩｣と

題する特別講演があり資源衛星(ERTS)計

画(LANDSAT)や深海掘削計画(DSDP)が

もたらしっっある地質学地球物理学地球

化学上の諾成果プレｰトテクトニクスの発

展地震予知問題惑星学の進歩と地質学へ

のインパクトといった事柄が触れられさ

らに発展途上国における地質科学の急速な拍頭や国際

地質対比計画(IGCP)をはじめとする国際協力事業の進

展在とが指摘された.このあとオｰストラリア青少年

オｰケストラによるコンサｰトがあってから第24回

IGCの会長をつとめたカナダのDr.R.E.F0LINsBEE

から会長の坐をDr.N.H.F工s亘鵬に引継ぐとの宣言で

始まるIGC総会があり簡単な事務報告があって開会

式の行事を終った.

シドニｰ市は1788年ヨｰロッパ殖民がこの大陸に築い

た最初の街であり現在人口ほぼ360万オｰストラリ

ア最大の都会でこの国の文化･経済の中心でもある.

市とその周辺は二畳紀一三畳紀の砂岩頁岩互層よりな

るいわゆるシドニｰ堆積盆の中央近くに位し市街の各

所にほとんど水平の三畳紀砂岩層がつくる崖を見ること

写真6新旧建物カミ並ぶシドニｰ大学キャンバス手前は医学教室で

Hawkesbury砂岩でつくられている向う側は化学教室

ができる.その中もっとも代表的なHawkesbury砂

岩は偽層の発達が美くしい淡褐色の石英質砂岩で開

会式場のオペラハウスが建つシドニｰ湾沿いの崖によく

露出し古くから市の建築石材として広く利用されてき

た.今大会の本会場となったシドニｰ大学の多くの建

物もこれでっくられている.

5.学術講演

学術講演会は8月17-20目および23-24目の正味6日

間いずれもシドニｰ大学のキャンパスで行なわれ週

末の21-22目は近郊への野外巡検に当てられた.主会

場となったのは大学の数物系講義室が集ったCa･s1aw

Bui1dingで主な講演会場のみならず会議への参加登

録手続その他をつかさどるIGC本部IUGSをはじめ

��攀

�〰
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よ

�

写真7

シドニｰ大学キャ:ノバス面積は

本郷の東京大学全キャンパスのほ

ぼ2倍Cars1aw31dg.は主会

場.⑧一⑥はカレッジで会議出

席者の宿舎に使われた�
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とする各種の関連国際組織の事務局特設郵便局銀行

航空合杜代理店など会議への出席者にとって必要なほ

とんどすべてが一つの建物の中にあってきわめて能率

的であった.そしてここに収容し切れなかった他の講

演会場や会議室もそれらのほとんどが徒歩数分で行け

る近くの建物にあり移動に費す時間をほとんど気にせず

に済んだことは前回のモントリオｰルで会場のホテル

からホテルヘ時に10分以上もかかって動き廻らねぱなら

なかったのと対照的で今大会の運営面でもっとも印象

に残ったことの一つであった.

IGCの学術講演は専門別の17分科会でそれぞれ次

のようなテｰマで行なわれた.

1.先カンブリア代

(A)E∀o1utionofArchaeanterrains(ear1王erthan2,500

㎜.y.)

������偲散��物慮�

2.岩石

���獲�歳慳�捩慴���楳����癯�慮楳洮

3.テクトニクスと構造地質

(A)P1atetectonics,Pa1aeomagnetism,sea一且｡orspread-

inganacontinenta1〕=novement.

��敦��瑩潮慮�整���楳洮

4.鉱床

(A)Genesisofstratifomユ｡redeposits｡

(B)Sur丘｡ia1minera1deposits.

5.イビ石燃料

��瑩捲�慴楯���潦�������

6.層位および堆積学

(A)Recenta曲ancesinbiostratig11aphyinre1ationto

���敲�瑩潮�瑩浥��慴�牡�楣獣���

���楮極�捥潦獵��楮���牡瑩潮潮�攀

StudyOfdepOSi七iona1envirOnr口entS.

7.古生物

(A)Morpho1ogyanaEnvironn1ent｡

��楯来�牡���������慴��

(c)TertiaryandQuatemaryhistoryofthe工ndo-Paci丘｡

����

8海洋地質

Thein且uenceo{submarineexp1orationonthestuay

潦�灯�瑩潮��癩���瑳�

9地球物理

(A)Deマe1opmentsinsolidearthgeophysicsanageody-

�浩��

����牡瑩潮来潰����

10.地球化学

���捨�楣��漱畴楯湯晴��牴�獣��慮愀

皿antle.

(B)ExP1orationgeoche剛istry.

!王.水理地質

��漱�楣��潢��楮����潮献

12.第四紀地質

(A)Geo1ogica1e丑ectsof1ateCaionzoicc}imates.

(B)The1ateriteweather五ngprocess.

(c)TertiaryandQuatemaryhistoryoftheIndo･Paci丘｡

剥�潮�

13.地質工学

周散潮�楢畴楯湯晧���瑯睡����来浥�潦

��湶楲潮浥��

14.鉱物学

��履整楮杯晴����瑩潮���牡汯�����

�慴�渮

15.惑星学

�癡��楮�畤��晥硴牡�敲��物��摩��

16.地･.質情報処理と数理地質学

(A)Geo1ogica1in壬｡rmationanasystemsanaprob1ems｡

��慴��瑩������

17.地質教育および地学史

(A〕Geo1ogica1eaucation｡

��楳瑯特潦来漱��

以上のほかにIUGS傘下または関連の各国際組織が主

催した34にのぼるシンポジウムが開かれた.これらを

通じて発表された全論文数は約1,200篇でそれらの大

部分の要旨(平均約700語)はB5版3巻約1,000ぺ

写真8発表論文の要旨集

写真9宿舎に使われたカレッジの一つ石材はHawkes1〕ury砂岩�



一合6一

一ジのアブストラクト集に収められ登録会場で参加者

全員に配布された.

毎日のプログラムは午前中カミIGC関係午後は一部

IGCの分科会もあったが大部分は各種シンポジウムに

当てられ午前と午後の各30分の休憩午後1時から2

時までの昼休みを除き朝9時から午後5時まで行なわ

れた･1論文に対する割当て時間は30分(20分講演

10分討論)で厳重に守られキャンセルの場合はそこを

空白としたので各自聞きたい講演を追って会場から会

場へ渡り歩くことができたが午前午後共15ないし20の

セッションが並行して開かれており聞きたいものが重

なる場合が少なく校がった.また会場の広さが充分で

ないためセッションの途中から入ることが困難技場合

もしばしぱあった.

筆者は主に第4分科会の｢鉱床｣とそれに関連したい

くつかのシンポジウムに出席したので他部門の状況に

ついては必ずしも明らかでないが資源の国オｰストラ

リアを反映してか鉱床関係の講演会場の多くはきわめ

て盛会であった.数百人を収容できる会場に入り切れ

恋い聴衆のために急きょ別会場を用意しそこヘテレビ

中継を行なうということも度々あった.講演の内容は

鉱液の物理化学から鉱化作用のプレｰトテクトニクスま

でセッションにより講演者により種々さまざまであっ

たが何と言っても対象が世界の各地に及ぶことがIGC

の特徴でありまた魅力でもあった.

今回の会議での講演募集は先ず各申込者が会議のほ

ぼ1年前に当る1975年の9月末までに論文の骨子を示す

梗概を提出しそれをプログラム委員会と各セッション

の世話人が検討して採否を決め採用となったものにっ

いてあらためて印刷用のやや詳しい要旨の提出を会議の

半年前1976年2月〆切で求めるというプロセスで行なわ

れた.このためか従来のIGCで常に問題と狂った

余りにもお粗末な論文というのは比較的少なかったので

はないかと思われるが二番煎じ的性格のものは相変ら

ず目立った.しかしIGCとは所詮顔見世的要素の強

いものでありまた部門によってはレビュｰ的な論文が

歓迎されるという碩向もあるので一概に非難する訳に

は行かないかも知れない.この点IGC分科会よりは

各世話人の意向が反映されやすいシンポジウムの方に

粒の揃った聞きごたえのあるものが少なく校がったよう

に思われる.

参加各国からどれ位の数の論文が提出されたかの目安

としてアブストラクト集に基づいた主要参加国別の発

表論文数を第1表に併記した.もっともこれらの数字

は実際には講演者出席不能となってキャンセルされた

ものも含んでおりセッションによってはそれを埋合

わせるため地元オｰストラリアの研究者を主とする緊急

プログラムを組んだところもあったりしたので実際の

数字とは若干ひらきがある.例えば今回に限ら粗いが

ソ連からの論文は各セッションとも少なからざる数がキ

ャンセルされていた様子でそれが第1表での論文数>

参加者数という関係を説明すると思われる.またわが

国からの実際の発表論文数は35であった.

学術講演の終る午後5時からの時間はIUGSに属す

る各種の委員会や傘下の各国際組織の総会や連絡会など

の諸会合に当てられ関係者は講演会終了後もそれぞれ

に忙がしい時間を持った.

6.野外巡検

学術講演と並んでIGCの主要行事を構成するのは野

外巡検旅行である.主催国とその周辺の地質を会議出

席の機会につぶさに実見できるというのが実はIGCに

出掛ける多くの人の最大目的なのであるがとくに今回

の場合この傾向が顕著であった様に思われる.会議前

21コｰス会議後14コｰス(この中5コｰスは会議前と

同一コｰスの繰返し)の5-10日間に亘る充実した巡検

旅行が組まれた.これらはもちろんタスマニアを含

むオｰストラリアのほとんど全土に亘ったがさらにニ

ュｰジｰランドパプアニュｰギニアの協力もあって

10コｰスはこれらの地域を対象としたものであった.

一方会議中の8月21-22目の週末を利用して1目ま

たは2目の24コｰスの近距離巡検もあり上記の長期コ

ｰスに参加できなかった人達の多くもそれぞれ何らか

の機会をとらえてこの国の地質に接することができたの

ではないかと思われる.

7.展示

IGCで慣習化しているもう一つの行事に各国の地質

調査所を主とする機関による展示がある.前回のモン

トリオｰルにおけるGEORAMA'72に比べ今回ははる

かに小規模のものであったがオｰストラリア連邦政府

や州政府機関からの種々の展示に加えてカナダ西独

フランス英国インドイタリア目本オランダ

ニュｰジｰランド米国ソ連などの各国が参加した.

員本からは地質調査所による次の6点の展示があった.

200万分ダハ目本地質図(第4版)

200万分のエ花開岩絶対年代図

5万分の1地質図羽後和田

5万分の1地質図蓼､科山

東京湾周辺域地質図

目本地質図索引�
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また米国有油地質学会その他がスポンサｰとして推進

の環太平洋地域地質図計画の展示場にはわカミ国担当の

北西太平洋地区の原図も出品された.今回の展示でと

くに注目を集めたのは期間の後半になって追加展示さ

れた400万分の1中国地質図および地質構造図で今大

会中台湾に代りIUGSへの中国代表として正式に登場

した中華人民共和国によるIGCでの最初の活動の一つ

であった.

8.懇親プログラム

会議と並行して出席者の同伴家族を対象としたいくつ

かのプログラムも用意されていた.中でも前回のモン

トリオｰルに続いて今回も開かれた子供のための]uniOr

Congressは100余人の参加者があって大変好評であった

という.会議出席者をも対象として昼休みを利用して

開かれた公開講座も好評でとくに月や火星についての

最新の情報を紹介した米国チｰムの講演には大き恋人気

が集まった.

シドニｰ市の篤志家の協力で海外からの出席者やその

家族を一夕自宅に招待して食事を共にするというHome

Hospitalityという企画もあった申込みカミおそくて残

念ながら筆者はその幸運に恵まれ損ねたが懇親会運営

費の節約にもつながる妙案であった.

9.中国の亙UGS加盟

IGCというのは元来他の如何なる国際組織とも関連し

ない独立の国際学術集会で主催国と決められた国カミそ

の都度独自に組織運営委員会をつくって立案実行し次

の主催国に引継ぐという形をとっている.しかし1961

年にIUGS(国際地学連合)が発足して以来これがIGC

写真10展示会風最

の恒常的なスポンサｰとして加わる形になりこのため

IGC開催の折にはIUGSも常に理事会総会を開き傘

下の各組織がそれぞれの事務連絡会議やシンポジウムを

開くという習慣になった.IGCの諸行事への参加はす

べて個人の資格で行なわれ国籍による制限など全く受け

ないカミIUGSへの加盟は国単位であるためときに面倒

な問題が起り得る.今回開かれたIUGS総会において

かねてから問題が生じていた中国代表権問題をめぐり

これ迄の会員であった中華民国(台湾)を除名して代

りに中華人氏共和国の加盟を承認するという決定が低さ

れたが已むを得ない措置とは言え一部にすっきりし粗

いものを残したことも事実であった.ただ中華人民共

和国のIUGS参加によってこれ迄空白に近かった中国

大陸の地質に関する情報が身近かなものと放る途が開か

れたことは大いに慶ぶべきことであろう.

写真11展示会の日本コナ

写真12環太平洋マップ計画の展示�
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10.閉会式

今回のIGCおよび関連の諸行事は会議後の野外巡

検を除き8月25目の閉会式ですべて終了した.式はシ

ドニｰ大学のGreatHa11で行なわれ会長のDr,FIs亘醐

事務局長のDr.RENwIcKによる挨拶と報告のあと会

場を提供して今大会を成功に導いたシドニｰ大学への感

謝の決議がなされ同大総長のSirHemamBLAcKか

ら答辞があった.次いで万国地質学会議の6慣用語を

母国語としかっこれ迄に会議を招致したことのある各

国すなわちフランスイタリアドイツ米国ソ連

スペインの代表からそれぞれ謝辞カミ述べられた.今

回のIGCではオｰストラリアが英語国であることも

原因したと思われるが学術講演では大部分の発表者が

英語を用いたようでありこの閉会式での各国代表の挨

拶もフランス以外は主に英語で行なわれた.英語が唯

一の実用的国際語となりつつあるのはIGCの世界でも

最早動かし難い傾向の様に思われる.もっともれっ

きとした英語国のオｰストラリアにおける英語が英本国

のそれや米語とはかなり違った発音やアクセントを持っ

たものであるし非英語国民の“英語"に至ってはそ

れぞれのお国言化りに文法上の不正確さも加わるのでと

ても一口に英語とは呼べないものも多い.閉会式での

イタリア代表が“やがてわれわれ一同が一つの英語を話

せる様粗目の来ることを切望する一･･"と述べたのは

この間の事情を言い得て妙なるものがあった.

なお会長による閉会宣言に先立ち次回IGCの主催

国と決ったフランスの代表から挨拶カミあり第26回会議

は100年祭を兼ねてIGC発祥のゆかりの地パリで1980

年に行租うこと野外巡検の企画には英国および西ヨｰ

ロッバ諸国が参加協力する予定であることが明らかにさ

れた｡比較的晴天の多い冬のシドニｰにも珍しいおだ

やかな好天続きに恵まれ第25回IGCはかくして無事

その幕を下ろした.

10.会議全体を振返って

以上第25回万国地質学会議の模様をあらまし紹介した

が巡検旅行も含め会議はまことによく準備され運営

もみごとであったと言うべきであろう.組織委員会を

はじめとするオｰストラリア関係者の努力は賞讃に値す

る.それにつけても英語を母国語とし国際会議で言

葉の問題をほとんど気にせずに済む国は全く表しい.

非英語国とくに日本のよう祖国にとってはすべてに先

立ってこの問題が立ち塞がるのだから.

前回の第24回IGCがカナダのモントリオｰルで開か

れたときますますマンモス化し且つ豪華になるこの会

議の在り方に論議が出このままでは遠からずIGCを

継続することは不可能となるであろうとの危倶が出席各

国の代表から表明された.これに対する反省から今

会議では規模の縮少と経費節減が努力され既述のよう

にそれぞれにある程度の成功を収めた.経費節減でと

くに効果カミあったのは今回からIGC規約を改訂する

ことにより本論文の印刷を取止めたことでカナダの

場合総経費140万Can･ドルの中の半分近く(60万ドル)

を食ったと言われる印刷費がこれで大幅に減ることに狂

った.また展示や懇親会その他のレセプションも控え

目に行祖われた.しかし筆者のみた限り同伴家族向

けのプログラムまで含め必要とみなされるものはまず

すべて用意されていたようでありこれらすべてが予算

通りの25万Aust.ドノレ(前回経費の1/｡弱)そこそこでま

かなわれたのだとすれば組織委員会をはじめ関係者の

手際は驚嘆に値すると言うべきであろう.これには恐

らくシドニｰ大学を利用できたことによる会場費の節約

写真13閉会式場のシドニｰ大学GreatHa11

石材はHawkesbury砂岩

写真14閉会式場における第25回IGC要人�
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をはじめ多くの公共機関からのさまざま在形での協力

や奉仕があったためと思われる.

シドニｰ大学の会場が何かと便利に準備されていたこ

とは既に触れたが出席者のための宿舎にちょうど冬

期休暇中の大学のカレッジがフノレに利用できたのも大変

に好都合なことであった.勿論カレッジの収容人員は

限られておりこれを利用したのは全参加者の1/3には満

た溶かったのではないかと思われるが3食付きの個室

で10目聞で約4万円というのは高い航空賃を払って参

加しなければ衣らたい海外の人間にはとくに有難いもの

であったに違いない.また落着いたふんい気の昔なが

らのカレッジの食堂で各国からの仲間と食事を共にし

広い芝生や木々の多いキャンパスを通って会場へ往復す

るという毎日はまことに快適であった.

ところで経費節減のため取止めとなった論文印刷に代

る手段として今回は従来よりも長文の要旨集が出版さ

巾また各講演者はそれぞれの論文をもっとも適当と

思われる既存の国際誌に投稿できる形で準備して来るよ

うに指示された.これは組織委員会としては当初多く

の国際専門誌カミそれぞれIGC特集を企画して関係の

論文を吸収してくれるものと期待していたかららしいの

であるがよくまとまった一部のシンポジウムを除いて

どうやらこの当ては外れたらしい.おそらく予想され

る膨大な論文数とその少なからざるものが質的に必ず

しも高いとは期待七きないことを恐れた多くの雑誌編集

者がIGC特集には拒絶反応を示したということらしい.

考えてみればたださえ投稿過多の傾向が強い国際雑誌

群がいかに分散投稿されたとしても1,000篇を超える

論文を短時目に消化できる筈はなくむしろ当然の成り

行きと言うべきであろう.この結果各人はIGCとは

無関係にそれぞれ個人としてしかるべきところに論文

を投稿するというケｰスが大方となり組織委員会とし

てはそれらのデｰタを集めていずれ出版される会議報

告にその一覧を示すつもりらしいが本論文印刷の歩止

りは余り高くならないのではないかという気がする.

筆者は4年前第24回IGCの出席報告(地質ニュｰス

No.255P.20-261973柴閏賢氏と共著)をまとめ

た折実質的活動内容は別にして出席者数や論文の

発表件数といった数字の上だけから見ても日本のIGC

での活動はいささか貧弱に過ぎるのではないかとの感想

を述べたことがある.同じ数字だけから見るならば

第1表に示された如く今回は日本も神女いいところに

行っていると言ってよさそうである.筆者の知るとこ

ろでは今回は私費による出席者が多かった様子で民間

旅行杜による団体割引カミ利用できたという事情と巡検旅

行の魅力という背景があったにしてもやはりこの国の

科学者の生活にも従来は全く考えられなかった経済的余

裕が多少とも生じて来たということであろうか.私費

によると思われる出席者の申に比較的若い人達が目立

ったことも今迄に無かった傾向であった.国際会議と

言えぱおおむね国費･公費を貰って出席するボス先生に

限られていたパタｰンに変化カミ生じっつあるのだとすれ

ば好ましいことである.

12.第27回IGCの日本招致問題

すでに今会議のための3rdCircu1arにも印刷され

閉会式でもあらためて報告されたごとく日本は8年後

の1984年に第27回IGCを招致する可能性のある国とし

て名乗をあげている.現在までに招致を申し出ている

国としては日本のほかにトルコおよびソ連がある.こ

れ迄アジア地域でのIGCとしては第22回(1964)の

インドがあるのみであり近年の日本の“国力"からみ

ても日本の立候補は諸外国には極めて当然の動きと受

取られているのではないかと思われる.しかし名乗

をあげるまでの経緯についての八木健三氏の報告(地質

雑Vo1.82P.221-2221976)からも察せられるよ

うにこの問題については国内の関係筋の間に今もって

充分なコンセンサスが得られているとは思われ狂い.

最近になり日本地質学会においてはその国際協力委員会

カ沖心となり問題の検討に入る準備を進めつつあると聞

くが1980年のバリにおける第26回会議までにはわが

国としての最終的態度を決める必要に迫られておりい

ずれにせよ余り悠長に構えている訳には行かぬであろう.

IGCと言っても実際にはIUGS関係の諸会合やシ

ンポジウムも同時に開かれるのでそれらすべてを準備

するための労力は並大低のものではない.加えて言

葉のハンディキャップからまだ当分は解放されそうも粗

いわが国の場合会議の規模を考えるとその困難さはま

ことに計り知れぬものがある.昨年わが国カミ立候補に

踏切った際の主な判断材料と在ったと言われる財政的見

通しなどはこの点むしろ最も解決が容易な問題では校

がろうか.さらにIGCにおける最大の目玉であり

それの企画実行カミ主催者に義務付けられてもいる巡検旅

行は日本開催となれば当然東南アジアや朝鮮半島さ

らには中国あるいはカムチャツカシベリアの一部など

にも及ぶものを期待されるであろうが前提となる国際

政治情勢の見通しもここ当分は立ち難い｡

以上それやこれやを考え合わせると筆者には工984

年のIGC目本招致は成功の見通しカミ極めて薄く時期

尚早と考えられるのだがそれは単なる一個人のペンシ

ズムであろうか.�


